






































































































































） 、 今 後











































































（ サ カ レ ン ）
「我薩ノ南岬ト相距保数十里、豆ノ無人八丈、蝦ノ薩加連－一比スレバ、内地一一接近スル大逗庭ナシ。故一一彼国ハ我残小ノ南海中ニ起伏スル者一 シテ、一方ノ要街、県国ノ翰界、警パ手足ノ頭目ニ於ルガ如ク、運為ノ職ヲ尽シ、拝護ノ用一 可レ供儀、喋々埼レ論ヲ不 待候。」
と地理・国防上の見地に立ち、その両属状態に関して
「彼従前支那ノ正朔ヲ奉ジ封冊ヲ受候由相聞、我ヨリモ文其携





















































































































































































































































































年 一 一 一 月
一
日大限
章 一 一 い
（台湾
）
















































































































































































































「支那関係一件モ終一一償金迄モ相払候様立至リ候山、実以御（ マ 、 ）ケシ之算外一 出ル不可量、ヒヨンナ事カラ東洋一一式名
7


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































この場合は朝鮮政府の責任重大となし、①「日本一一対シ不良ノ心ナット雌モ、其防禦ノ力及パザル」ときは事情を諒祭し、「我カ要求スル コロモ、亦公平至当ヲ要シ、最重ノ極点ヲ出サザルベ 」①「兇徒ノ暴動ヲ知覚ジナガラ防遁ヲ怠リ、叉ハ事後ノ処分ヲ怠」ったと 、我が国旗を汚した責任を悶い、「我要求ハ重大ノ点一一関シ、我談判ノ気勢モ亦迅急快烈ナルコトヲ妨ゲザルベ シ 」①「兇徒ト一致シタル時、例へパ政府又ハ当局者ヨリ兇徒ヲ教唆シタルノ証アルトキ」は「 ガ弁理ハ極メテ激迫ナルヲ要シ強償ノ処分－一山、平和処分 範問ノ外ニ在ルハ避クベカラサルノ事機ナリトス」右の各段階それぞれの場合における臨機 宜 処置 公使に委
任した。ただ「己－一彼ヨリ和平ヲ破ルノ心跡明白ナル」場合には「我ガ至当ト認ムルトコロノ最後ノ処分一一出ル」





































































































































































































































































































































































































に対して敢へて償金の多きを望まず、又文辞の卑きを欲せず、唯今問の変乱の曲は我が同に在りといふことがなければ可い」との考えで、朝鮮政府が我が方 要求 組めば 余儀なく強請手段をとるか、「アクト・オプ・レョフライザル（〉の付
O
片見也江



















































































































































「 構 キ ニ
琉球事件ア







嫌悪怨望スル日一日ヨリ甚シク、為メニ東洋ノ平和ヲ保全スル一 一 苦 慮 致 候 折 柄 、
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（ 安 岡 ）
以上
本稿では明治前半期に限り
、
対清韓政策を主として検辻
し
た。明治後期
・
大正初期の元老時代には
言
及しない。日以戦争
・
日韓併合た経て京市における日本の地位は日清戦争以前とは同日に論ぜられず
、井上
の構想にも
変
化が
見られ
るのは当
然で
あろう。
（1
）「日本外交文書』第十九
巻
〔 二
O
九
〕う二
O
〕、石川諒一・
玉水常治「自由党大阪事件』昭
8
参照
（2
）
『日本外交文書』第十九巻〔
一 二
一い｜〔二四九〕、『世外井上
公伝』第
一－一 巻
七 四
一
五八頁
（3
）
『日本外
交文書』第二
十巻〔
二 三
四
〕 ｜
二五五
〕 、 『
世外
井上
公伝』第三巻七一八三一頁
、
「 長
崎港滑艦水兵喧闘事件」
（『秘書類纂・兵政関係資料』所収）
（4
）「日本外交文書』第十八巻〔三一三一〕つ二五三〕
（5
）「世外井上公伝』第三巻九
O
七｜
一四頁
ハ6
）『世外井上公伝』第四巻三八一ー
ー
五三九頁
ハ7 V
『世外井上公伝』第四巻五三五
｜
三
七頁
〔 付
記〕
井
上
馨文書
その他の閲覧に便宜を賜った国立国会図
書館
憲政資料室に厚く謝意を表します
。
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